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-建窓が温む市民mール

~ 1 2 月 1 日から棟上げ開始~

アンフィシアター
鴎外えテージとしても橋周で

きる犬階段.こ」からつ4訟がる

!l';a慣によ旬 "祭良I!~口

改札 再開姥ピル駅前広場な

中ホ ル
三方の史画がc.のがラス墜で園われ

た脅食卑mo¥;-，¥-.*iきさや.きの趨う

..金値舗のがヲス"重み合ゐぜて反射

奮を調寝L奮す.骸骨遣の防磁傷遺.

こ の 永 一 叫 J ， 帥醐辺に

断たu 市拠点を.威しよ号と齢蘭

された再開発夢業(ン ルクロ ドタ

ウン"，のゆ4じ結取として 平成

" 年 211 1 日の才ープ~，めさfし

建監されて」ます.

ぞ叫!Ii;I， ::r /ク 'J-卜刷鋼

依J 孟ルで傷成され婦し欄の瓦タ

イルで覆われることで 東大" 瞬

畑告を;'i停l見ら九る力強い大置機，

イメージιてL 差す.1; t:: ホール

の長舶は 現在でも..事が飛る平織

京条里の・S市・に忌づいて甫止に配

置:されます.玄関節分ほ JR ~夜食駅
の銭遺恨遭t沿って彫.，きれてお句

その支件以ガラスの8震後で慣わ"

.あふれるスペースにな 2て"，:1'T 

大ホール
観客廠がユニット単位で可動

す叫.I!¥.()'.n'" -".叫に富

んだ明演出何.量です.

l. 7 2 0人収脊

地下駐軍喝

れています.

外観

。周監鏑"'与の

，，~宇院趨鍵の

したム〆ルエ γ ト.

庄の獲に浮かぷ飴

のような外観です.



-橿留が温む市民ホール

f;('ニノタドーム轟苦'ifiJ盆よ(j'0JJi基

(仮格)奈良内民ホル"パンタドム

割前迭で棟上げさnます.この繍滋" 送致大

学教侵JI口衝樽土"より考察された特許布陣活

で安全に婚し棚聞でエ・"できるという符

働力あのます.原理的に岡c.. 工例l孟 世界

に5例あります.このホ JIの施工芳元官隊

舛壁(コンクυ ト版付)

屋慢を含め度に押し10
げる也界で初めての工事

と忽り稜す.ぎた この工事協 1日

に約23mの工程で仰

しょ11延べ68聞で複

よげを完了する予定.

パンタドーム桶滋

(・車のパンタグラフに似てること1少ら名づ

防られた) 鉱. .，押よ量量}

外 壁f'13.500町

置額 約 1. 000¥

O央図様・ 豹16 0 t 

計 約4.660¥
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・
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・
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湖
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ぜ

ひ

fた

E
Aぇ
f
A
T
E
L

L
L
息

l-'す
B

総

L
E
E
-智
コ
ー
ナ
ー

で
人
工
時
空

:
3
1マ
ウ
ス

法一五厳
L
重
し
だ

は
じ
め
は
%
Z
A
V
と
低
拭
が
あ
句

t
E
F
U人
彫
で
す
か
ら

思
う
存
分
練
習
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受
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さ
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・
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・
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・
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そ
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蘭
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と
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